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　富山中学校３年生（当時は５年
制
せい

）のとき、英語教
きょう

師
し

の舎
しゃ

監
かん

（寄
き

宿
しゅく

舎
しゃ

を管理、監
かん

督
とく

する先生）に反
はん

抗
こう

し、仲
なか

間
ま

と一
いっ

緒
しょ

に人の排
はい

泄
せつ

物
ぶつ

を
床
とこ

にまく事
じ

件
けん

を起こしました。優
ゆう

秀
しゅう

な生徒が集まる学校での事件は
新聞にも報

ほう

じられ、大問題になり
ました。久

きゅう

允
いん

は中心人物ではあり
ませんでしたが、他の７人ととも
に退

たい

学
がく

処
しょ

分
ぶん

となりました。
　富山にいづらくなった久允は兄

　当時のアメリカでは、日本と日
本人を排

はい

除
じょ

しようとする運動があ
りました。アメリカに17年間滞

たい

在
ざい

した久
きゅう

允
いん

が痛
つう

感
かん

したのは、そうし
た排

はい

日
にち

運動にからんで日本人移
い

民
みん

がひどい生活を強いられているこ
とです。1923（大正12）年、 久

きゅう

允
いん

が初
はじ

めての短
たん

編
ぺん

集
しゅう

『移
い

植
しょく

樹
じゅ

』
を出

しゅっ

版
ぱん

すると、アメリカの日本人
社会で大きな反

はん

響
きょう

を呼
よ

びました。

　上
かみ

新
にい

川
かわ

郡
ぐん

東
ひがし

谷
たに

村
むら

（現
げん

立
たて

山
やま

町
まち

）で
漢方医翁

おきな

源
げん

指
し

の二男に生まれ幼名
は允

のぶ

といいました。
　県立富山中学校（現県立富山高
校）へ入学し、寄

き

宿
しゅく

舎
しゃ

生活を送り
ました。文学を愛

あい

し、文学の会な

　1931（昭和６）年には美人画
で知られる竹

たけ

久
ひさ

夢
ゆめ

二
じ

とアメリカへ
行き、２年後はインドに渡

わた

り、各
地の寺院を巡

めぐ

ってきました。帰国
後の 久

きゅう

允
いん

は仏
ぶっ

教
きょう

の世界を主題に
した作品を発表しています。
　次に久允が 情

じょう

熱
ねつ

を燃
も

やしたの
は、郷

きょう

土
ど

富山の研究と郷土誌
し

の発
行でした。民

みん

俗
ぞく

学者の柳
やなぎ

田
だ

国
くに

男
お

に
相
そう

談
だん

し、1936（昭和11）年、郷
土研究雑

ざっ

誌
し

「高
こ

志
し

人
びと

」を創
そう

刊
かん

しま
した。久允は東京と富山を往

おう

復
ふく

し
て郷土文化の掘

ほ

り起こしに努
つと

め、
37年間にわたり、398号まで発

はっ

刊
かん

を続
つづ

けました。
　その間、久允はこの世を「真」
「正」「愛

あい

」に満ちた理
り

想
そう

の世界に
したいと願

ねが

うようになりました。
戦
せん

争
そう

が終わった1945（昭和20）
年、57歳

さい

になった久允は富山へ帰
り、今の富山市磯部

べ

町
まち

（護
ご

国
こく

神
じん

社
じゃ

の一角）で建
た

てた新
しん

居
きょ

は、久允が

な

85歳で亡くなるまでの文章を書く
活動の拠

きょ

点
てん

となりました。
　1953（昭和28）年に 宗

しゅう

教
きょう

法
ほう

人
じん

「三
さん

尊
ぞん

道
どう

舎
しゃ

」を設
せつ

立
りつ

し、自宅は
その道場としても使われました。
　久允は80歳になって「曼

まん

荼
だ

羅
ら

画
が

帖
ちょう

」を描
えが

き、それを売って得
え

られ
たお金で学問を奨

しょう

励
れい

し、研究
けんきゅう

費
ひ

を
えん

援助
じょ

する財
ざい

団
だん

をつくりました。現
在も「翁久允財団」の名で 郷

きょう

土
ど

の
人材の育

いく

成
せい

に役立てられています。
また、富山市立図書館には、約

やく

2700点の翁
おきな

久允文庫があります。

・どんな状
じょう

況
きょう

でも勉強の意欲を失
うしな

わない
・就

つ

きたい仕事への夢
ゆ め

をあきらめない
・富山の歴史や文化についてよく知る

寄
き

宿
し ゅ く

舎
し ゃ

生活を送り、文学を愛
あ い

する

広く世界を見てみたい

日本人移
い

民
み ん

の生活を紹
し ょ う

介
か い

を頼
たよ

って上京し、今の滑
なめり

川
かわ

市
し

出身
性
せい

運動家、中
なか

川
がわ

幸
さち

子
こ

の私
し

塾
じゅく

「三
さん

省
せい

学
がく

舎
しゃ

」に入りました。久允が
海外への関

かん

心
しん

をもったのは、次に
入学した順

じゅん

天
てん

中学校（現
げん

順天高校）
の地理の先生の影

えい

響
きょう

でした。
　19歳

さい

の春、一人でアメリカのシ
アトルへ渡

わた

り、イチゴを摘
つ

む仕事、
エレベーターボーイなど職

しょく

を転々
として苦労を重ねた後、現

げん

地
ち

の日本
語新聞に随

ずい

筆
ひつ

や 小
しょう

説
せつ

を載
の

せたり、

久允が「移
い

民
みん

地
ち

文学＊」の先
さき

駆
が

け
と言われるのは、この作品をはじ
めとして移民地を舞台にした多く
の小

しょう

説
せつ

を発表しているためです。
　久允は帰国後に朝日新聞社へ入
社しました。『 週

しゅう

刊
かん

朝日』の編
へん

集
しゅう

長
ちょう

にもなり、ジャーナリストとし
て活

かつ

躍
やく

しました。久允は菊
きく

池
ち

寛
かん

・
泉
いずみ

鏡
きょう

花
か

・川
かわ

端
ばた

康
やす

成
なり

ら多くの小説
家や画家たちと交流しました。

富山の郷
き ょ う

土
ど

文化を研究 1888（明治 21）..................................0 歳
さい

上
かみ

新
にい

川
かわ

郡
ぐん

東
ひがし

谷
たに

村
むら

に生まれる
1902（明治 35）.............................. .14 歳
県立富山中学校に入学
1905（明治 38）.............................. .17 歳
上京し順

じゅん

天
てん

中学校に編入
1907（明治 40）.............................. .19 歳
アメリカへ渡

わた

る
1910（明治 43）.............................. .22 歳
邦
ほう

字
じ

新聞公
こう

募
ぼ

の新年小
しょう

説
せつ

に入
にゅう

賞
しょう

1921（大正 10）.............................. .33 歳
ワシントン軍

ぐん

縮
しゅく

会
かい

議
ぎ

に特
とく

派
は

員
いん

として出席
1923（大正 12）.............................. .35 歳.
初
はじ

めての創
そう

作
さく

集
しゅう

『移
い

植
しょく

樹
じゅ

』を出
しゅっ

版
ぱん

1924（大正 13）.............................. .36 歳
帰国し朝日新聞社に入社
1936（昭和 11）.............................. .48 歳.
月
げっ

刊
かん

『高
こ

志
し

人
びと

』、『図
ず

説
せつ

世界史大成』全 11
巻
かん

を出版
1949（昭和 24）.............................. .61 歳
仏
ぶっ

典
てん

書
しょ

を執
しっ

筆
ぴつ

1971（昭和 46）.............................. .83 歳.
『翁

おきな

久
きゅう

允
いん

全集』10巻
かん

をまとめる
1973（昭和 48）.............................. .85 歳
全集の仕事中に亡

な

くなる

　久
きゅう

允
い ん

はシアトルにいたとき、日
本の兄に夢

ゆ め

二
じ

の絵入りの小
こ

唄
う た

集
しゅう

『三
し ゃ

味
み

線
せ ん

草
ぐ さ

』を送ってもらってから
夢二のファンになりました。夢二
は大正時代に活

か つ

躍
や く

した画家で詩人
です。数多くの美人画を残

の こ

し、そ
の作品は「夢二式美人」と呼

よ

ばれ
ています。
　久允は 1928（昭和３）年６月、
夢二を黒部峡

きょう

谷
こ く

に誘
さ そ

いました。二
人はトロッコ電車に乗ったり、夜
は宇奈月の旅館に泊

と ま

まるなど、旅
を満

ま ん

喫
き つ

しました。

竹
た け

久
ひ さ

夢
ゆ め

二
じ

と一
い っ

緒
し ょ

に宇
う

奈
な

月
づ き

を
訪
ほ う

問
も ん

郷
き ょ う

土
ど

富山の文化を研究
翁

お き な

久
き ゅ う

允
い ん

1888（明治21）年２月８日―1973（昭和48）年２月14日

サンフランシスコで日米新聞の記
者として活

かつ

躍
やく

したりしました。

どで才
さい

能
のう

を発
はっ

揮
き

していました。

ジャーナリスト・文学者 「移
い

民
み ん

地
ち

文学」の先
さ き

駆
が

け 郷
きょう

土
ど

研究雑
ざっ

誌
し

『高
こ

志
し

人
びと

』を創
そう

刊
かん

 ＊移民地文学【いみんちぶんがく】　移
い

住
じゅう

して異
い

国
こく

で生活する日本人たちの人生を通じて、異
い

文
ぶん

化
か

交流や集団の中の個
こ

人
じん

の存
そん

在
ざい

などを描
えが

く文学の分
野です。 翁

おきな

久
きゅう

允
いん

の作品がその先
さき

駆
が

けとされます。

コ ラ ム

富山中学校時代の 久
きゅう

允
いん

（後列
右）「（『資料翁久允と移民社会

〔１〕移植樹』より）

郷
きょう

土
ど

研究雑
ざっ

誌
し

「高
こ

志
し

人
びと

」（富山県立図書館蔵）

久
きゅう

允
いん

が住んだ三
さん

尊
ぞん

道
どう

舎
しゃ

（富山市磯部町）

久
きゅう

允
いん

が海外や国内の旅の思い出
を描

えが
きつづった画

が
帖

じょう

夢二の著
ちょ

作
さく

本『三
しゃ

味
み

線
せん

草
ぐさ

』表紙（夢二郷土
美術館蔵）

記者をしてい
たころの 久

きゅう

允
いん

（『 わ が 父
翁久允』より）

アメリカで撮
さつ

影
えい

した写真（前列左が久允）（『資
料翁久允と移民社会〔１〕移植樹』より )

せい

の女
じょ

しん

いそ




